
≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28 年度

当初予算額 
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

７ 総合教育センター施設

  設備整備費

31,631 3,783 27,848 総合教育センターの円滑な運営を図るため、落下の危険性が

ある天井材の除去工事を実施する。

 本館棟ピロティ天井危険除去工事 31,631千円（  0千円）

（エレベータ更新工事設計         2,853千円）

（教育相談棟建具等改修工事設計       930千円）

８ 県立学校情報化推進

事 業 費

695,219 694,582 637  県立学校における教育の情報化の推進を図るために必要な

情報機器の整備や教員の研修を行う。 

 １ 児童生徒用パソコン整備 246,201千円（248,165千円）

 ２ 教員用パソコン整備   228,165千円（228,110千円）

 ３ 総合教育センター実施研修等 285千円（    185千円）

 ４ プロジェクタ、タブレット端末整備等 

220,568千円（217,093千円）

（情報化推進計画策定費          1,029千円）

９ 心豊かな児童生徒育成

  推進事業費

714,246 709,129 5,117 １ 生徒指導推進協議会費        725千円（   743千円）

（１）生徒指導推進協議会費     124千円（  129千円）

生徒指導上の諸問題の未然防止のための対応の在り方を

協議する。

   協議会 委員 12人 年 3回

   いじめ相談機関等連絡会 8機関 11人 年 1回

（２）地域協働生徒指導推進事業費  601千円（  614千円）

社会性を身に付け、自立した若者を育成するため、各学

校が核となり地域が一体となって生徒指導を推進する。

重点事業・新規事業 ５ ２ いじめ防止対策推進費  国庫 1／3 

  2,403千円（ 2,403千円）

  いじめ防止対策の調査審議や県立学校で発生した重大事

態等についての調査を行う「愛知県いじめ問題対策委員会」、

関係諸機関との連携を図る「愛知県いじめ問題対策連絡協議

会」、いじめ事案に係る事実関係等の把握や指導・助言を行

う「いじめ対応支援チーム」を設置し、いじめ防止対策を推

進する。
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≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28年度

当初予算額
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

重点事業・新規事業 ５ ３ スクールカウンセラー設置事業費  国庫 1／3 

                               671,683千円（670,570千円）

  児童生徒の問題行動等の未然防止や、児童生徒が抱える心

の問題への対応及び支援の充実を図るため、児童生徒・保護

者または教員への相談等にあたる「心の専門家」であるスク

ールカウンセラーを配置する。

  また、緊急支援への対応及び学校でのカウンセリング経験

の少ないスクールカウンセラーへの適切な指導・助言のため、

スーパーバイザーを配置する。 

 配置：小 学 校  177人  4校に 1人の拠点校配置を継続

中 学 校 271人 配置を継続

小・中連携校    35 人 

中学校を拠点とした小・中連携配置（新規）

高等学校      54人

スーパーバイザー 5人

悩みや不安を抱える児童生徒や保護者等がいつでも相談

ができるよう、365日、24時間の電話相談対応を行う。 

 「子どもＳＯＳ ほっとライン２４」の設置

重点事業・新規事業 ５ ４ スクールソーシャルワーカー設置事業費  国庫 1／3 

                                19,209千円（ 19,512千円）

福祉に関する資格や専門的な知識を有するスクールソーシ

ャルワーカーを６人配置し、問題を抱える高等学校生徒の環

境（家庭を含む。）に働きかけをして、関係機関等と連携をと

りながら生徒の学校生活への適応や社会的な自立を支援す

る。 

重点事業・新規事業 ５ ５ スクールソーシャルワーカー設置事業費補助金

 国庫 1／3                   11,826千円（  4,800千円）

市町村においてスクールソーシャルワーカーを設置する経

費を一部補助する。 

補助対象：市町村（中核市を除く） 

補 助 率：1/3（ただし、1市町村あたり上限 800千円）

重点事業・新規事業 ５ ６ ネットパトロール事業費    8,400千円（  8,479千円）

  県立学校に関するインターネット上の学校非公式サイト等

を定期的に検索・監視を行い、インターネットを介したいじ

めやトラブル等の未然防止、早期発見・早期対応に資する。

（不登校対策実践研究事業費          2,622千円）

再掲《別に、教職員配置の充実》

○小・中学校児童生徒支援対応教員の増員 3 人増

  いじめ問題への対応や、不登校指導対応始め学習指導上、生徒指導上及

び進路指導上特別な注意が必要な児童生徒に対し、学校生活を円滑に営む

ための特別な指導が行われる学校に教員を配置する。

○学級運営等改善対応非常勤講師  60人

  いわゆる「学級崩壊」などの指導困難な学級について、経験豊かな教員

を非常勤講師として配置し、複数の教員によるきめ細かな指導を行う。
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≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28年度

当初予算額
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

10 キャリア教育推進事業費 36,126 36,930 △804  正規雇用に就かない若者が増加しており、その対策として、

社会人、職業人としての基本的な資質や能力を身に付けさせる

ため、小、中、高、特の発達段階に応じた系統的なキャリア教

育を推進する。 

小 学 校 主体的に取組む体験的活動 

中 学 校 全公立中学校での職場体験 

高等学校  全県立高校(全日制)でのインターンシップの 

実施及びキャリア教育コーディネーターの活用 

特別支援学校 就労等の体験 

11 公設民営学校管理事業費

  （新規）

重点事業・新規事業 ６

332,771 0 332,771 国家戦略特区の制度を活用して、愛知総合工科高等学校専攻

科を公設民営化し、ものづくり愛知をけん引する人材育成を図

る。       

指定管理法人 学校法人名城大学

12 学校地域連携教育推進

事業費

1,024 1,205 △181 学校（園）間の連携・協働を促進し、子どもたちの豊かな心

を育むとともに、地域に根ざした開かれた学校（園）の一層の

活性化を目指す。 

   学校連携仲間づくり推進事業 

対 象 校 小・中学校 6校 1校 165千円
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≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28年度

当初予算額
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

13 へき地教育振興費補助金 1,004 1,004 0 １ ふるさと 出会いの創造推進事業費補助金

   補 助 先：7市町村

   補 助 率：1/2 

２ 過疎地域スクールバス運営費補助金

対象台数：7台

補 助 率：定額 

14 児童生徒学習支援事業費 352 416 △64 アクティブ・ラーニング推進事業

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し、アクティ

ブ・ラーニングの視点から学習課程を質的に改善すること

で、新しい時代に必要となる資質・能力の育成を図るととも

に、地域の実情を踏まえて、取組の成果を生かし、県内の学

力向上を図る研究を実践する。

  対象 2地域

15 高等学校男女共同参画

  推進事業費

2,061 2,839 △778  男女ともに育児への関心をもち、働く女性の活躍について認

識を深めるとともに、社会形成に参画する能力を身に付ける。

 あいち男女共同参画社会高校生フォーラム  

16 あいちＳＴＥＭ教育推進

  事業費（新規）

重点事業・新規事業 ７ 

16,178 0 16,178  本県のものづくり産業を維持・発展させていくため、県立

高等学校においてＳＴＥＭに重点を置いた教育を推進し、

「ものづくり愛知の未来を担う理数工学系人材」の育成を図

る。

・あいちＳＴＥＭハイスクール研究指定事業

・あいちＳＴＥＭ教育力強化事業 国庫 1／3 

・あいちＳＴＥＭ能力育成事業
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≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28年度

当初予算額
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

17 あいちグローバル人材 

  育 成 事 業 費 

重点事業・新規事業 ８

85,670 94,906 △9,236  世界を舞台に活躍できる人材の育成 

１ あいちスーパーイングリッシュハブスクール事業費 

51,076 千円（51,467 千円）

２ イングリッシュキャンプｉｎあいち事業費 

5,143 千円（ 5,143 千円）

３ 高校生海外チャレンジ促進事業費  

5,000 千円（ 5,000 千円）

４ 高校生の留学促進事業費  国庫 10/10 

3,399千円（ 3,422 千円）

５ スーパーグローバルハイスクール事業費  国庫 10/10 

19,886 千円（29,874 千円）

６ 国際大会ボランティア養成講座事業費（新規） 

1,166 千円

18 高等学校海外連携推進 

  事業費 

重点事業・新規事業 ８

7,357 12,838 △5,481 本県と提携関係にあるビクトリア州との教員交換、ベトナム

での専門高校生海外インターンシップを実施するとともに、こ

れらの成果を普及させることにより、広い視野に立ったグロー

バル化に対応する人材の育成を推進する。 

１ 地域英語力強化事業      2,958千円（ 8,114千円）

２ 専門高校生海外インターンシッププロジェクト 

4,399千円（ 4,724千円）

19 道徳教育推進事業費 3,522 3,522 0  「あいちの人間像」の実現を目指し、道徳教育の実践や、自

然体験や地域貢献活動等地域に根ざした活動、外国など多様な

文化や考え方に触れる活動、障害のある方々との交流活動など

を行い、自他を尊重する精神を養うとともに、人間関係を構築

する力やコミュニケーション能力を身に付け、多様な価値観を

認めながら自らを高め社会に役立つことのできる人材を育成

する。 

  研究指定校  高等学校 8校、特別支援学校 2校
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≪ 学 校 教 育 の 充 実 ≫ 

事   業   名
平成 29 年度

当初予算額

平成 28年度

当初予算額
差引増減額 内          容

千円 千円 千円

20 外国人児童生徒教育推進

  事業費

35,879 36,237 △358 小中学校への語学相談員による巡回指導等  国庫 1／3 

〔スペイン語〕 

配置人員：5人

〔ポルトガル語〕

   配置人員：4人

〔フィリピノ語〕 

配置人員：2人

21 外国人生徒等支援員設置

事業費 

39,090 39,090 0  県立高等学校に在籍する日本語によるコミュニケーション

能力が十分身についていない外国人生徒や障害等により特別

な教育的支援を必要とする生徒に対して、学習活動や学校生活

等の支援を行う支援員を配置する。 

１ 外国人生徒サポート事業   34,050千円（34,050千円）

２ 特別支援教育支援員設置事業  5,040千円（ 5,040千円）

22 外国人語学講師配置

  事業費

147,201 147,131 70 １ 外国青年語学講師配置事業費

                               122,736千円（122,736千円）

     人員：29 人

２ 在県外国人語学講師配置事業費 

                              24,465千円（ 24,395千円）

   配置校数：延べ 35 校

23 三河山間地域連携教育 

  推進事業費 

1,039 1,039 0  地域人材や地域資源を活用した異校種の生徒が参加する体

験学習等を通して、生徒の個性や創造性を伸ばすとともに、地

域の教育力を生かした中高連携を一層推進し、将来の三河山間

地域を支える人材を育成する。 

・地域人材や地域資源を活用した野外体験学習

・連絡協議会       

・異校種の生徒が合同で参加する交流会

・中高連携教育便りの作成   

24 東三河小中高特連携教育 

推進事業費（新規） 

 国庫 1／2 

1,430 0 1,430 東三河の振興のために、教育の分野での取組として、地域が

一体となって連携教育を充実・発展させることによって魅力あ

る学校づくり・教育を実践し、東三河地域での若年層の定着を

図る。 
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